
特 徴

分析のプロセス

省エネ・高効率化の第一歩は「見える化」です

• ボイラ日誌などのデータを図表化し、解析を行ないます。
• 独自の計測機器を用い、実際の蒸気使用量を計測してより詳しいデータを収集し解析します。
• 得られたデータから設備の傾向と課題を整理し、最適な改善提案を行ないます。

・ 第一ステップでは現行設備のボイラ日誌データを整理・分析する事により、季節変動などマクロな「見える化」から改善を検討します。
・ 第二ステップでは実際の蒸気使用量を計測し、ピーク負荷などミクロな「見える化」から最適なボイラ設備を検討します。
・ 高効率貫流ボイラシステムに置き換えたときの期待される効率改善や運転状況をシュミレーションして提案を行ないます。
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エネルギー診断が必要です！
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分析実績・改善例

日本では分析件数 30,000件以上、分析缶数 60,000缶以上の豊富な実績が有ります。
海外でも同様の分析を実施し、貫流ボイラシステムを用いた改善により大幅な省エネが達成できています。

分析例

従来型炉筒煙管ボイラ設備

貫流ボイラ多缶設置設備

（改善例）

（見える化） （改善提案）

期待される省エネ効果は

10～20%以上

（負荷分析） （シュミレーション）（ボイラ日誌）


